　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

災害対策委員会活動報告とお知らせ

　第22回学術集会（in 岩手　2012年7月21‐22日）において、災害対策委員会の活動報告のためのブースを開きました。ブースには3枚のパネル（委員会の活動報告、第21回緊急フォーラムでのアンケート調査結果、助成金公募）を提示しました。また、災害時の緊急対応や防災に関するＨＰなどの資料も展示しました。閲覧している人の中には熱心にメモを取ったり、写真を撮っている方もいました。また、ブースでは、阪神淡路大震災後、災害と子どものケアのための研究活動を行っている三宅一代委員をはじめ災害対策委員会の委員による相談会を設けました。
ブースにいらした方にアンケートを行い、39名の方にご回答頂きました。結果では、学会の活動が分かった、パンフレットやガイドラインがあることがわかったという意見や、今後ケアマニュアルやガイドラインの作成、障害児ケアの充実を希望する内容でした。
（第22回学術集会災害対策委員会ブース　アンケート結果参照）
今回、「子どもを災害から守ること」や「被災した子どもたちへの支援」について関心がありながら、どうしていいかわからないという方も多かったようです。災害当初、学会もなかなか情報を入手することが困難でした。現在、災害対策委員会では、災害時のネットワークについて検討しています。

また、普段でも災害について皆さんと情報交換できる場として、ＪＳＣＨＮのＨＰの会員専用ＳＮＳを使って情報交換してみてはどうでしょう。被災している地区の方や、被災している子どもたちに何かできないかと考えている方のご意見やご提案をお待ちしております。
尚、25年3月末まで、10万円程度の災害支援事業助成の募集を行っています。
詳しくはＨＰをご覧頂き、ご応募をお願い致します。
